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昨
年
７
月
、
20
年
ぶ
り
に
刷
新
さ

れ
た
日
本
の
紙
幣
。
お
札
の
デ
ザ
イ

ン
に
は
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
に
も
な
っ
た
実
業
家

「
渋
沢
栄
一
」、
感
染
症
医
学
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
研
究
者
・
医
師

「
北
里
柴
三
郎
」。
そ
し
て
、
名
だ
た

る
偉
人
に
並
ん
で
選
出
さ
れ
た
の
は
、

誰
し
も
１
度
は
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
あ
る
で
あ
ろ
う
、
女
子
英
学
塾（
現

在
の「
津
田
塾
大
学
」）を
創
立
し
た

「
津
田
梅
子
」。
私
財
を
投
げ
打
ち
女

性
の
た
め
の
学
校
を
作
る
な
ど「
男

性
と
協
同
し
て
対
等
に
力
を
発
揮
で

き
る
女
性
の
育
成
」に
生
涯
を
捧
げ
、

女
性
の
地
位
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

た
１
人
で
す
。

　

津
田
梅
子
を
は
じ
め
、
圧
倒
的
に

男
性
優
位
の
明
治
期
に
活
躍
し
た
、

下
田
歌
子
、
平
塚
ら
い
て
う
、
長
谷
川

時
雨
ら
の
活
動
に
よ
り
、
日
本
に
お

け
る
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
歴

史
は
幕
開
け
。
女
性
へ
の
高
等
教
育

や
女
性
の
社
会
進
出
が
普
及
し
始
め
、

女
性
の
地
位
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
彼
女
ら

の
よ
う
な
志
高
き
女
性
た
ち
の
活
動
・

功
績
の
お
か
げ
で
、
戦
後
に
は「
男
女

平
等
」を
基
本
原
則
と
す
る
新
憲
法
が

施
行
。
日
本
で
初
め
て
女
性
の
参
政

権
が
認
め
ら
れ
た
１
９
４
５
年
の
普
通

選
挙
法
改
正
を
皮
切
り
に
、
１
９
８
５

年
に
は「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」、

１
９
９
９
年
に
は「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」、
２
０
１
６
年
に
は「
女
性

活
躍
推
進
法
」が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、

百
年
程
前
と
比
べ
て
女
性
の
地
位
は

大
き
く
改
善
。
近
年
で
は
産
業
や
ス

ポ
ー
ツ
、
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
男
性
と
同
等
に
女
性
の
活
躍
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
は「
私
た
ち
が
暮
ら
す
福
智
町

は
？
」と
い
う
と
、
な
ん
と
新
憲
法
が

制
定
さ
れ
る
前
に「
男
女
共
同
参
画
社

会
」が
実
現
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

炭
鉱
の
町
と
し
て
栄
え
た
、
福
智

町
を
含
む
筑
豊
。
最
盛
期
に
は
、
男

性
が
掘
り
出
し
た
石
炭
を
運
搬
す

る
、「
後あ

と

山や
ま

」と
い
う
仕
事
を
女
性
が

担
当
し
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
珍

し
く
、
ヤ
マ
で
働
く
女
性
た
ち
は
経

済
的
・
精
神
的
に
も
自
立
し
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
常
に
危
険
が
つ
き
ま

と
う
命
が
け
の
ヤ
マ
の
仕
事
。
男
性

と
同
様
に
女
性
も
坑
夫
と
し
て
厳
し

い
労
働
を
耐
え
抜
い
て
き
た
歴
史
を

も
つ
福
智
町
で
は
、力
強
い
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
引
き
継
ぐ
女
性
た
ち
が
躍
進

し
、
大
き
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

＠Y
a
m
a
m
oto

F
a
mily

【
出
典
】近
代
日
本
人
の
肖
像

日
本
紙
幣
の
新
し
い
五
千
円
と
し
て

女
性
活
躍
の
礎
築
い
た
偉
人
が
選
出

女
性
が
昔
か
ら
活
躍
し
た
筑
豊
地
域

今
に
継
承
さ
れ
る
力
強
い
ス
ピ
リ
ッ
ト

世
界
中
で
活
躍
し
た
女
性
の
努
力
で

女
性
の
地
位
は
大
き
く
改
善
傾
向
に

↓
女
子
高
等
教
育
の
先
駆
者
と
な
っ
た
津
田
梅
子
。

↓女坑夫の作業風景も描いた山本作兵衛翁作の「天井打診」

C O L U M N

毎年３月８日は「国際女性デー」

毎年３月８日は女性の生き方を考える「国際女性DAY」。

その制定から2025年で50年の節目を迎えます。日本では昨年、20年ぶりに紙幣が刷新。

新しい顔として、女性の地位向上に貢献した「津田梅子」が選ばれました。

彼女の活躍から百年以上の時を経て、ジェンダー平等の意識の普及から実装のフェーズに

移ろうとしている現在。私たちが暮らす福智町で輝く女性たちを紹介しながら、

性別に関係なく輝ける社会を実現するために必要なことについて考えます――

ニューヨークで婦人参政権を求めた１９０４年のデモが起源となり、
１９７５年に国連が３月８日を「国際女性デー（International
Women’s Day）」に制定しました。女性の社会的、経済的、文化的、
政治的な成果を称える「国際女性デー」は、ジェンダー平等の推進や
女性の権利を守るための行動を再確認するため、世界中で啓発活動や
イベントが行われます。愛や幸福、感謝を意味し、春に実を咲かせる
「ミモザ」。国際女性デーのシンボルとして世界中で認知されています。
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